
最
賃
ア
ッ
プ
目
安
額
50
円
増

で
は
生
活
維
持
で
き
な
い

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
が
10

月
か
ら
適
用
す
る
、最
低
賃
金
の

目
安
額
を
50
円
増
の
平
均
１
０
５

４
円
と
し
、地
域
間
格
差
は
２
２

０
円
の
ま
ま
で
す
。
こ
れ
で
は
最

低
生
計
費
（
25
万
円
）
に
遠
く
及

び
ま
せ
ん
。

国
際
比
較
は
最
低
ラ
ン
ク

先
進
国
で
の
最
賃
比
較
で
も
、

米
国
（
ワ
シ
ン
ト
ン
州
）
の
２
３
８

６
円
に
比
べ
、日
本
は
１
０
０
４
円

で
あ
り
１
３
８
２
円
の
差
が
つ
い
て

い
ま
す
。お
隣
の
韓
国
よ
り
も
56

円
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

暴
騰
す
る
物
価
に

追
い
つ
か
な
い
賃
上
げ

物
価
が
高
騰
し
て
い
ま
す
。特

に
生
命
維
持
に
必
要
な
食
品
価
格

が
暴
騰
し
て
い
ま
す
。
帝
国
デ
ー

タ
バ
ン
ク
に
よ
る
と
２
０
２
２
年
に

２
万
５
７
６
８
品
目
の
食
品
が
14

％
も
値
上
げ
さ
れ
、
23
年
に
は
３

万
１
８
９
品
目
の
食
品
が
15
％
も

値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
賃

金
は
23
年
で
わ
ず
か
３
・６
％
に
と

ど
ま
り
賃
上
げ
が
物
価
に
追
い
つ

い
て
い
ま
せ
ん
。厚
労
省
に
よ
れ
ば

実
質
賃
金
は
22
カ
月
連
続
マ
イ
ナ

ス
で
す
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
年
齢
別
最
賃

で
は
生
活
で
き
な
い

最
低
生
計
費
は
全
国
で
も
あ

ま
り
変
わ
ら
ず
25
万
円
／
月
（
さ

い
た
ま
市
１
６
１
３
円
／
時
給
計

算
）
必
要
で
す
。し
か
し
Ｏ
Ｋ
Ｉ
の

年
齢
別
最
低
賃
金
は
、18
歳
で
１

８
万
４
５
０
０
円
、４
０
歳
で
も
２

３
万
４
０
０
０
円
で
25
万
円
に
達

し
て
い
ま
せ
ん
。
更
に
非
正
規
に

は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん

内
部
留
保
を
活
用
し
て

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を

Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
内
部
留
保
金
も
毎
年

増
え
続
け
一
人
当
た
り
の
内
部
留

保
金
は
９
０
６
万
円
に
な
っ
て
い

ま
す
。こ
れ
を
働
く
人
に
還
元
す
べ

き
で
す
。

２ ０ ２ ４ 年 ８ 月 第 ４ ３ ３ 号沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

ホームページ 沖電気の職場を明るくする会

連絡先：電機労働者懇談会気付 沖電気の職場を明るくする会

東京都品川区二葉2-20-8 染野ビル２Ｆ 電話03（6421）5323

検索→

パ
リ
五
輪
が
開
幕
！

や
は
り
凄
い
プ
レ
ー
の
数
々

７
月
26
日
、
パ
リ
で
３
回

目
の
開
催
と
な
る
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
幕
し
ま
し
た
。
同
じ
都

市
で
３
回
の
開
催
は
ロ
ン
ド
ン
に
次

い
で
２
都
市
目
、
32
競
技
３
２
９
種

目
で
世
界
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の

プ
レ
ー
が
８
月
11
日
ま
で
（
現
地
時

間
）
連
日
繰
り
広
げ
ら
れ
、
睡
眠
不

足
が
続
き
そ
う
で
す
▼
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
い
う
と
、
マ
ス
コ
ミ
は
金
メ
ダ

ル
の
期
待
を
中
心
に
し
た
報
道
姿
勢

で
、
選
手
は
必
ず
「
金
メ
ダ
ル
を
期

待
し
て
下
さ
い
」
と
言
い
ま
す
。
出

場
す
る
選
手
の
目
標
と
し
て
は
当
然

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
こ
か
気
に

な
り
ま
す
。
女
子
体
操
の
キ
ャ
プ
テ

ン
宮
田
笙
子
（
し
ょ
う
こ
）
選
手
が

喫
煙
と
飲
酒
で
代
表
を
辞
退
す
る
残

念
な
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
メ
ダ
ル

へ
の
期
待
と
無
関
係
で
は
な
い
よ
う

な
気
が
し
ま
す
▼
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
は
今
大
会
か

ら
、
選
手
の
心
の
ケ
ア
と
し
て
「
ウ
ェ

ル
フ
ォ
ア
オ
フ
ィ
サ
ー
」
を
同
行
さ

せ
ま
し
た
。
日
本
の
選
手
団
は
過
去

最
高
の
４
０
０
人
を
超
え
ま
す
。

「
燃
え
尽
き
症
候
群
」
な
ど
、
目
標

を
達
成
し
た
後
の
人
生
設
計
を
ど
う

す
る
の
か
大
き
な
課
題
で
す
。
今
大

会
前
Ｊ
Ｏ
Ｃ
は
「
金
20
個
・
メ
ダ
ル

総
数
55
個
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
世
界

の
頂
点
に
立
つ
一
人
（
１
チ
ー
ム
）

に
な
る
こ
と
が
並
大
抵
で
は
な
い
事

は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
そ
こ
を
目
指
し
て
き
た
ほ
と
ん

ど
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
な
れ
な
い
の
で

す
▼
五
輪
憲
章
で
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
警
戒
感
か
ら
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
は
、
個
人
種
目
ま
た
は

団
体
種
目
で
の
選
手
間
の
競
争
で
あ

り
、
国
家
間
の
競
争
で
は
な
い
」
と

明
記
し
、
さ
ら
に
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
と
大
会
組
織
委
員
会
に
は

「
国
ご
と
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
を
作

成
し
て
は
い
け
な
い
」
と
定
め
て
い

ま
す
▼
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
「
平
和
の

祭
典
」
で
す
。
世
界
が
平
和
で
あ
り

続
け
る
た
め
に
、
戦
争
Ｎ
Ｏ
！
核
兵

器
廃
絶
！
の
声
を
。

（
Ｏ
）

花言葉：愛着

あ
さ
が
お

「働き方・賃金アンケート」

にご協力をお願いします。

職場の実態と皆さんの要求をつかんで、

労働条件の改善に役立てていきたいと思

います。沖電気の職場を明る

くする会ホーム ページからで

もアンケートができます。

日本の最低賃金は先進国では最低ランク

２
０
２
０
年
↓
２
４
年

値
上
げ
２
０
％
超
も
ぞ
ろ
ぞ
ろ

９
７
年
以
降
実
質
賃
金
は
下
が

り
続
け
、
賃
上
げ
が
追
い
付
か

ず(

厚
労
省
「
毎
月
勤
労
統
計
」
か
ら

作
成
）

ＯＫＩ連結



あ
ま
り
に
も
狭
き
門

【
群
馬
・富
岡
】

７
月
の
初
め
に
「
正
社
員

登
用
選
考
実
施
に
つ
い
て
」

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
こ
と
で
ビ
ッ
ク
リ
。

例
年
、職
場
の
う
わ
さ
で
正

社
員
の
登
用
を
聞
く
の
が
常

で
し
た
。

「
要
綱
」
の
内
容
を
見
る
と

各
職
種
１
名
か
ら
２
名
で
最

大
で
も
10
名
で
す
。生
産
の

中
心
を
担
っ
て
い
る
製
造
部

や
生
産
部
で
は
そ
れ
ぞ
れ
１

名
ず
つ
と
極
め
て
少
な
い
人

数
で
す
。ま
た
、申
し
込
み
資

格
に
は
、「
転
居
に
伴
う
異
動

命
令
に
応
じ
ら
れ
る
こ
と
」

な
ど
厳
し
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。職
場
の
中
で
は
「
あ
ま
り

に
も
登
用
人
数
が
少
な
く
て

ガ
ッ
カ
リ
だ
」
「
狭
き
門
な
の

で
怒
っ
ち
ゃ
う
」
な
ど
の
声
が

聴
か
れ
ま
す
。

１
９
８
５
年
、こ
れ
ま
で
直

接
雇
用
が
法
律
の
原
則
で
し

た
が
、
職
種
を
限
定
し
て
労

働
者
を
貸
し
出
す
「
労
働
者

派
遣
法
」
が
導
入
さ
れ
、
一

気
に
労
働
者
の
不
安
定
雇
用

が
広
が
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

は
希
望
者
全
員
が
正
社
員
に

な
れ
る
制
度
が
望
ま
れ
ま
す
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

意
識
向
上
の
実
感

【
埼
玉
・蕨
】

毎
年
夏
に
実
施
さ
れ
る
ｅラ
ー

ニ
ン
グ
に
よ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
教
育
で
す
が
、年
々
単
元

数
が
増
え
、充
実
し
た
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。か
つ
て
は

当
た
り
前
の
よ
う
に
サ
ー
ビ

ス
残
業
・休
出
が
行
わ
れ
、パ

ワ
ハ
ラ
も
た
び
た
び
見
ら
れ

ま
し
た
が
、
少
な
く
と
も
蕨

地
区
で
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

意
識
が
高
ま
り
、か
つ
て
の
問

題
は
年
々
解
消
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
。
た
だ
人

権
侵
害
の
問
題
が
別
地
区
で

い
ま
だ
に
あ
る
こ
と
を
聞
い

て
い
ま
す
。ま
だ
ま
だ
改
善
す

べ
き
点
は
あ
り
ま
す
。

高
尾
山
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

【
電
機
・情
報
ユ
ニ
オ
ン
】

７
月
を
「
交
流
月
間
」
と
し

て
、本
部
主
催
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
行
事
・高
尾
山
ハ
イ
キ
ン
グ

を
実
施
し
ま
し
た
。

東
京
都
の
オ
ア
シ
ス
と
も

言
わ
れ
て
年
間
３
０
０
万
人

が
訪
れ
ま
す
。
動
植
物
の
宝

庫
で
６
コ
ー
ス
の
経
路
が
あ

り
ま
す
が
、
参
加
者
の
事
を

考
慮
し
て
頂
上
ま
で
行
か
ず

人
が
余
り
通
ら
な
い
経
路
で

歩
き
、
上
に
行
く
ほ
ど
涼
し

く
な
っ
て
気
持
ち
が
い
い
も
の

で
し
た
。

登
り
な
が
ら
、案
内
役
の
方

が
植
物
な
ど
の
説
明
を
し
て

く
れ
て
参
加
者
は
、聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。下
山
し
て
か
ら
、

冷
え
た
ビ
ー
ル
や
食
事
を
し

な
が
ら
交
流
会
を
行
い
有
意

義
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

一
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
相
談
を

（
０
３
・６
４
２
１
・５
３
２
３
）

65
歳
以
上
の
希
望
者
は

全
員
雇
用
の
継
続
を

【
埼
玉
・本
庄
】

沖
電
気
は
定
年
は
60
歳
で

す
が
、希
望
者
は
全
員
65
歳

ま
で
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
庄
地
区
で
は
65
歳
を
過
ぎ

て
も
元
気
で
働
い
て
い
る
人

を
見
か
け
ま
す
。

沖
電
気
労
働
組
合
は
総

合
労
働
条
件
改
善
闘
争
時
に

65
歳
以
上
の
希
望
者
の
雇
用
・

就
労
に
向
け
て
協
議
を
要
求

し
ま
し
た
が
、会
社
は
「
希
望

者
全
員
の
雇
用
に
は
応
じ
ら

れ
な
い
が
、協
議
に
は
応
じ
る
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

「
健
康
で
、元
気
な
う
ち
は

働
き
た
い
」
と
い
う
前
向
き

な
姿
勢
は
働
き
手
不
足
の
中

で
喜
ば
れ
る
こ
と
で
す
。
会

社
は
ぜ
ひ
前
向
き
に
検
討
し
、

希
望
者
は
全
員
継
続
雇
用
と

す
べ
き
で
す
。沖
労
組
も
言
う

よ
う
に
「
社
会
的
責
任
を
果

た
す
べ
き
」
で
す
。

★ 命 ・ 暮 ら し を 壊 す 地 球 沸 騰 化 に 歯 止 め を ★ ２０２４年 ８月 第４３３号

SBT（Science Based Targets）
認定企業として温室効果ガスの
排出削減目標（５０年ゼロ）を策定

SBT:産業革命前の１８５０年からの地球温

暖化を１.５℃以内に抑える国際枠組み「パ

リ協定」に合致した目標基準。２０２３年３

月時点で世界で２３００超、日本で約４００

企業(OKI含む）が認定されている。

OKIグループは「環境・グリーン社会に貢献する取り組み」

として温暖化防止（脱炭素化）目標を決定し、省エネの徹

底や再エネの導入などの事業活動でCO2排出量の削減に取

り組んでいる。

★カーボンゼロを目指す本庄工場H１棟

建物で使うエネルギー消費量を実質ゼロにする「ネッ

ト・ ゼロ・エネルギ―・ビル（ZEB）」の国内初の認証

★紙幣入出金機、プリンターなどの省エネ製品

★光ファイバーセンシング技術、物流のCO2削減に貢献す

る配送ルートの最適化技術などの省エネソリューション

世
界
が

「
化
石
燃
料
か
ら
の
脱
却
」
に
初
め
て
合
意

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
）

２
０
２
３
年

過
去
20
万
年

で

最
も
暑
か
っ
た
年
か
？

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
気
象

機
関
が
23
年
の
世
界
の
平
均
気

温
が
14
・
98
℃
で
観
測
史
上
最

も
暑
か
っ
た
と
発
信
。

産
業
革
命
前
の
平
均
気
温
と
比

べ
１
・
45
℃
上
昇
し
、
地
球
温

暖
化
対
策
の
国
際
枠
組
み
「
パ

リ
協
定
」
で
掲
げ
る
１
・
５
℃

以
内
に
抑
え
る
目
標
の
上
限
に

迫
り
、
国
連
の
気
候
変
動
に
関

す
る
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
は

現
状
の
取
り
組
み
が
不
充
分

で
あ
り
「
化
石
燃
料
か
ら
の
離

脱
」
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

燃
料
浪
費
の
軍
事
行
動

戦
争
や
軍
事
行
動
に
よ
り
排

出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
は
削
減
対
象

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
世
界

で
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
５
％
程
度
が
軍
事
関
連
と
さ

れ
て
い
る
。
戦
争
は
建
造
物
や

イ
ン
フ
ラ
設
備
な
ど
破
壊
し
、

火
災
も
発
生
し
、
Ｃ
Ｏ
２
に
加

え
さ
ま
ざ
ま
な
有
害
物
質
が
大

気
中
に
放
出
す
る
。
復
興
に
も

膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
。

《

沖
電
気
を
考
え
る
》
第
１
９
４
回

脱
炭
素
社
会
へ
の
取
り
組
み

チ
リ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
な
ど
で
大
規
模

火
災
。
●
国
際
自
然
保
護
連

盟
が
気
候
変
動
で
絶
滅
危
機

が
心
配
の
野
生
動
物
３
千
種

超
と
公
表
。
日
本
の
サ
ワ
ラ

（
鰆
）
な
ど
も
準
絶
滅
危
惧

と
分
類
さ
れ
た
。
●
ブ
ー
タ

ン
で
過
去
50
年
で
氷
河
３
分

の
１
失
う
。
●
大
気
汚
染
に

よ
る
死
者
数
が
年
９
０
０
万

人
に
上
る
な
ど
健
康
被
害
が

拡
大
し
て
い
る
。

温
暖
化
原
因
の
76
％
は
Ｃ
Ｏ
2

50
年
の
排
出
量
を
ゼ
ロ
に

23
年
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
は
国
連
の
気

候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル

が
掲
げ
る
１
・
５
℃
目
標
達
成
の

た
め
35
年
ま
で
に
排
出
量
の
19
年

比
60
％
削
減
を
確
認
し
依
存
か
ら

｢

脱
却
」
へ
の
方
向
性
を
示
し
た
。

日
本
は
石
炭
火
力
に
３
割
の
依

存
予
定
。
道
筋
が
描
け
て
い
な
い
。地

球
沸
騰
化
の
時
代

世
界
各
地
で
、
異
常
な
豪

雨
、
豪
雪
、
台
風
、
山
林
火

災
，
干
ば
つ
が
頻
発
し
、
猛

暑
、
海
面
上
昇
が
止
ま
り
ま

せ
ん
。
深
刻
化
す
る
気
候
危

機
は
、
人
類
の
生
存
を
も
脅

か
し
、
「
利
潤
第
一
主
義
」

の
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
そ
の

も
の
の
是
非
を
問
う
て
い
る
。

●
カ
ナ
ダ
で
は
、
山
林
火

災
で
１
８
０
万
㌶
が
焼
失
。

発電電力量に占める再生可能エネルギー比率 ％

（２０２１年 資源エネルギー庁の資料から）

日
本
は
国
別
順
位
で

１
１
６
位

原
発
は
安
全
で

安
価
な
電
源
で
は
な
い

日
本
は
「
原
発
回
帰
」

に
変
更
。
地
震
な
ど
、
原

発
依
存
は
リ
ス
ク
が
高
い

こ
と
を
無
視
し
て
い
る
。

60
年
超
稼
働
の
原
発
、

小
型
原
発
へ
の
建
て
替
え

も
中
止
し
、
再
エ
ネ
拡
大

の
選
択
を
！

※
納
涼
祭
は
、
突

然
の
雨
に
見
舞
わ

れ
て
残
念
。
準
備

を
さ
れ
た
方
々
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。


